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◀詳しくは２面へ

出
土
品
が

勢
ぞ
ろ
い

弥生時代後期の土器（高さ63.4㌢×直径48.5㌢）

　
　
　
物
館
で
開
か
れ
る
、
夏
期
特
別
展
／
文
化
財
展「
真
田
・
北
金

　
　
　
目
遺
跡
群
」に
向
け
て
、
土
器
な
ど
の
出
土
品
の
整
理
が
進
ん

で
い
ま
す
。
18
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
の
成
果
を
公
開
し
ま
す
。

博
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「真田・北金目遺跡群」
夏期特別展/文化財展

旧
石
器
時
代（
石
器
の
使
用
）

　
王
子
ノ
台
遺
跡（
北
金

目
）、
原
口
遺
跡（
上
吉
沢
）。

１
万
２
０
０
０
年
前

縄
文
時
代（
土
器
の
使
用
）

　
青あ

お

柳や
ぎ

遺
跡（
南
金
目
、
早

期
）、万
田
貝
塚（
前
・
中
期
）、

五
領
ケ
台
貝
塚（
中
期
）、
王

子
ノ
台
遺
跡（
後
期
）。

２
３
０
０
年
前

弥
生
時
代（
稲
作
の
開
始
）

　
王
子
ノ
台
遺
跡（
後
期
）、

中
原
上か

み
じ
ゅ
く宿
遺
跡（
後
期
）。

１
７
０
０
年
前

古
墳
時
代（
古
墳
の
造
営
）

　
真
土
大
塚
山
古
墳
、
塚
越

古
墳
・
北
金
目
古
墳（
前
期
）、

高た
か

間ま

原は
ら

遺
跡（
北
金
目
、
中

期
）、根
坂
間
横お

う
け
つ
ぐ
ん

穴
群（
後
期
）。

１
３
０
０
年
前

奈
良
・
平
安
時
代（
律
令

政
治
）

　
相
模
国
府（
四
之
宮
、
奈

良
・
平
安
時
代
）、
王
子
ノ

台
遺
跡（
平
安
時
代
）。

800
年
前

鎌
倉
〜
江
戸
時
代（
武
家

社
会
）

　
金
目
観
音
堂（
鎌
倉
時

代
）、
堀
ノ
内
館
跡
・
真
田

城（
室
町
時
代
）、
中
原
御
殿

跡（
江
戸
時
代
）。

　
縄
文
時
代
の
水
場
遺
構
や
シ
カ
の
絵
が
描
か
れ
た
弥
生
土
器
、

お
に
ぎ
り
状
の
炭
化
米
な
ど
、
学
術
的
に
も
価
値
の
あ
る
出
土

品
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

問
　
博
物
館
☎
33
―
５
１
１
１
・
社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４

◆開館時間
　午前９時～午後５時。
　８月６日（火）～10日（土）は午後７時まで。
　入館は閉館時間の30分前まで。
◆休館日
　月曜日。

学芸員による展示解説
　７月20日（土）と８月17日（土）、午前10時と午後３時。
　博物館特別展示室集合。
第２回平塚市遺跡調査・研究発表会
　８月31日（土）午後１時～５時。青少年会館。
　平成24年度に市内で出土した資料などを博物館で展示。

９
遺
跡
を
発
掘

　
真
田
・
北
金
目
遺
跡
群
は
、
市

の
北
西
部
に
位
置
し
ま
す
。
秦
野

方
面
か
ら
東
に
張
り
出
し
た
北
金

目
台
地
の
先
端
付
近
で
、
秦
野
市

と
の
境
界
付
近
に
当
た
り
ま
す
。

　
北
金
目
台
地
の
上
に
あ
る
遺
跡

の
う
ち
、
今
回
の
発
掘
調
査
の
対

象
と
な
っ
た
遺
跡
だ
け
で
も
９
遺

跡
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
塚
越
古

墳
は
県
内
有
数
の
前
方
後
方
墳
で

す
。
こ
れ
ま
で
６
世
紀
代
の
古
墳

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
連
の

調
査
で
４
世
紀
後
半
の
築
造
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

広
域
調
査
で
全
体
像
が

　
発
掘
調
査
は
平
成
７
年
、
北
金

目
神
社
東
側
の
谷
部
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
当
初
、
出
土
品
な
ど
も

少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
深
く
掘
削
し
て
い
く
う
ち
に

中
世
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
、
多
く

の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
は
平
成
９
～
10
年
度
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
最
終
的
な
調
査

面
積
は
24
万
５
２
７
０
平
方
㍍
と

な
り
ま
し
た
。
規
模
の
小
さ
な
発

掘
調
査
で
は
部
分
的
に
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
全
体
を
把
握
で

き
ま
せ
ん
。
広
域
の
発
掘
調
査
に

よ
り
、
集
落
全
体
の
特
徴
や
土
地

利
用
の
様
子
、
城
郭
の
よ
う
に
規

模
が
大
き
い
遺
構
な
ど
の
様
子
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

時
代
は
さ
ま
ざ
ま

　「
考
古
学
は
、
実
際
に
出
土
し

た
遺
構
や
出
土
品
か
ら
、
過
去
の

文
化
や
社
会
、
経
済
な
ど
を
知
る

学
問
で
す
」と
解
説
す
る
、
社
会

教
育
課
の
若
林
勝
司
学
芸
員
。

　
18
年
に
わ
た
る
真
田
・
北
金
目

遺
跡
群
の
発
掘
調
査
で
は
、
主
要

な
遺
構
の
数
は
旧
石
器
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
１
万
644
基
を
数

え
、
出
土
品
は
コ
ン
テ
ナ
箱（
１

面
）で
約
５
０
０
０
箱
、
実
際
に

図
化
し
た
出
土
品
だ
け
で
も
約
５

万
点
に
上
り
ま
す
。

　
若
林
学
芸
員
は「
内
容
の
調
査

や
検
討
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
よ
り

詳
細
な
調
査
・
研
究
を
積
み
重
ね
、

少
し
ず
つ『
地
域
の
歴
史
を
語
る
』

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
力
を

込
め
ま
す
。

出土品を一つずつ修復

年
表
で
見
る

平
塚
の
遺
跡

県
内
で
も
有
数
の

大
規
模
発
掘
調
査

早 わ か り

７/20（土）　９/８（日）平塚市博物館

特
集
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平
成
7
年
か
ら
始
ま
っ
た
真

田
・
北
金
目
遺
跡
群
の
発
掘
調
査

で
、
ほ
ぼ
全
て
の
期
間
、
発
掘
に

携
わ
っ
た
吉
田
ス
エ
子
さ
ん（
左

写
真
）。
当
時
、
北
金
目
に
住
ん

で
い
た
吉
田
さ
ん
は
真
田
・
北
金

目
を
含
め
て
30
年
以
上
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
発
掘
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
の
川

端
清き

よ

倫と
も

学
芸
員
は「
発
掘
作
業
を

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
」と
話

　

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
・
整

理
業
務
を
し
て
い
る
拠
点
施

設「
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務

所
」（
寺
田
縄
43
―
１
）。
同

事
務
所
で
は
、
埋
蔵
文
化
財

の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
常
設
展
示
や
講
座

を
開
く
ほ
か
、
文
化
財
学
習

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も

設
け
て
い
ま
す
。

　

同
事
務
所
で
は
毎
年
、
夏

休
み
に
合
わ
せ
て
小
・
中
学

生
ら
を
対
象
に
し
た
、
親
子

で
勾ま

が
玉た

ま
を
作
る
教
室
や
市
内

で
発
掘
さ
れ
た
土
器
の
拓
本

を
取
る
教
室
な
ど
を
開
い
て

い
ま
す
。
社
会
教
育
課
の
菅

沼
圭
介
学
芸
員
は「
学
校
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
多

く
の
方
に
埋
蔵
文
化
財
の
世

界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。
生
の
資
料
や
文
化
財
保

護
の
最
前
線
の
作
業
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」と

笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
埋
蔵
文
化
財
調
査
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務

所
☎
59
―
３
９
８
１

現
場
で
は
驚
き
の
連
続

し
ま
す
。
作
業
は
、
移
植
ご
て
と

い
う
小
さ
な
シ
ャ
ベ
ル
を
使
っ
た

地
道
な
作
業
で
す
。「
根
気
と
我
慢

強
さ
が
必
要
で
す
」と
、
川
端
学

芸
員
は
説
明
し
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
世
界

　

吉
田
さ
ん
が
発
掘
作
業
を
始
め

た
の
は
、
近
所
に
住
む
知
人
に
誘

わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

ま
た
発
掘
現
場
が
、
当
時
北
金
目

に
あ
っ
た
自
宅

の
目
の
前
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

「
誘
わ
れ
て
発

掘
現
場
に
行
っ

て
み
た
ら
、
Ｓ

Ｆ
映
画
の
よ
う

な
世
界
で
、
今

ま
で
見
た
こ
と

も
な
い
出
土
品

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
す

ぐ
に
、
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
」と
、
吉
田
さ
ん
は
目
を

輝
か
せ
ま
す
。

　
「
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
の
土

器
が
特
に
好
き
で
す
」と
、
に
っ

こ
り
笑
う
吉
田
さ
ん
。
発
掘
の
面

白
さ
は
、
誰
よ
り
も
先
に
出
土
品

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

水
場
は
宝
庫

　

発
掘
作
業
を
し
て
い
て
、
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
昔
の

人
々
が
生
活
用
水
と
し
て
水
を
た

め
て
い
た「
水
場
遺
構
」で
の
発
掘

だ
そ
う
で
す
。

　

北
金
目
に
あ
る
東
海
大
学
11
号

館
の
北
側
か
ら
は
縄
文
時
代
の
、

東
側
か
ら
は
平
安
時
代
の
水
場
遺

構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。「
か
つ
て

の
水
場
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
出
土
し
ま
し
た
。
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
や
木
製
の
お
皿
、
ク
リ
の
実
な

ど
も
…
…
。
何
百
点
も
の
出
土
品

が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
」と
話
は
尽

き
ま
せ
ん
。

平
安
時
代
の
緑
色

　

平
成
9
年
に
、
平
安
時
代
の
も

の
と
思
わ
れ
る
水
場
が
発
掘
さ
れ

た
際
、
は
が
し
た
土
の
間
か
ら
約

１
０
０
０
年
前
の
青
々
と
し
た
木

の
葉
が
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

土
を
は
が
し
た
瞬
間
、
空
気
に

触
れ
て
数
秒
で
緑
色
の
葉
が
真
っ

黒
に
。「
本
当
に
一
瞬
の
出
来
事
で

し
た
」と
驚
い
た
そ
う
で
す
。「
１

０
０
０
年
前
の
緑
色
は
、
こ
ん
な

色
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」。
仲
間
の

作
業
員
た
ち
と
感
動
を
分
か
ち

合
っ
た
そ
う
で
す
。
川
端
学
芸
員

は「
葉
の
大
き
さ
は
親
指
く
ら
い

で
、
種
類
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
水
を
含
ん
だ
土
に
密
閉
さ
れ

て
い
た
た
め
、
空
気
に
触
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
空
気
に
触
れ

た
こ
と
で
、
酸
化
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
」と
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ
ア
を

発
掘
す
る
こ
と
で
、
遺
構
や
出
土

品
か
ら
昔
の
人
々
の
生
活
様
式

や
、
形
成
集
落
の
全
体
像
な
ど
も

あ
る
程
度
判
明
し
た
そ
う
で
す
。

い
わ
ば
、
点
と
点
が
結
び
付
い
て

線
と
な
る
時
で
し
た
。

想
像
し
な
が
ら
見
て

　

吉
田
さ
ん
は
あ
る
時
、
炭
化
し

た
弥
生
時
代
の
コ
メ
粒
が
出
土
し

た
現
場
に
遭
遇
し
た
そ
う
で
す
。

「
平
安
時
代
の
木
の
葉
も
含
め
て
、

発
掘
作
業
を
し

て
い
る
者
で
な

い
と
見
ら
れ
な

い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
発
掘
作
業

の
だ
い
ご
味
の
一
つ
で
す
」。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、
吉
田
さ

ん
が
発
掘
し
た
出
土
品
も
数
多
く

展
示
さ
れ
ま
す
。「
昔
の
人
々
が
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の

か
、
想
像
し
な
が
ら
見
て
ほ
し
い

で
す
」と
、
吉
田
さ
ん
は
笑
顔
で

語
り
ま
す
。

平安時代の遺構が見つかった場所の
現在（北金目真田線）。奥に東海大学

塚越古墳の写真を背に、弥生時代の
片口土器を持つ吉田さん

身近に見られる
「遺跡の世界」

地
元
を
発
掘

　土器・石器・木製品などの出土品や、発掘調査の
写真など、約1,500点を展示します。

　金目公民館（南金目966）で
は、平成２年当時の真田・北金
目地区の現況模型（右写真）を
展示しています。「真田・北金
目遺跡群」の位置関係など、全
体像を知る手掛かりになりま
す。ぜひ、ご活用ください。

模型で確認しよう

▲弥生時代中期のつぼ
に線刻されたシカ。シ
カの絵は県内で６例目。
４頭も描かれているの
は初めてのこと

◀縄文時代後期の水場遺構
から出土した土偶の顔。た
くさんの土器や石器と共
に、水の湧く谷底から発見
された

▶弥生時代後期の住居跡で
発見された、おにぎり状に
固まった炭化米と、イチイ
ガシの実（ドングリ）。弥生
人が炊いたご飯だが、なぜ
か炭になり、家の中に置き
去りになっていた

◀平安時代（１０世紀ごろ）の
住居跡で発見された墨書土
器。人か仏のような顔が描
かれている。周りにも、何
か筆を走らせている線が見
える

「真田・北金目遺跡群」
展示資料を紹介
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２
匹
の
ネ
ズ
ミ
が
、大
き
な
カ
ス
テ
ラ
を
作
っ
て
い
る
と
、

森
の
中
か
ら
動
物
が
集
ま
っ
て
き
て
―
―
。
こ
れ
は
、
絵
本

『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』に
登
場
す
る
１
場
面
で
す
。

　

多
く
の
世
代
に
愛
さ
れ
て
い
る
絵
本
の
原
画
が
、
平
塚
市

美
術
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
る
こ
と
の

な
い
、
す
て
き
な
作
品
の
数
々
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１

　「
印
刷
さ
れ
た
絵
本
と
は
違

う
、
原
画
で
し
か
味
わ
え
な
い

作
家
の
息
づ
か
い
を
感
じ
て
ほ

し
い
」と
話
す
、
市
美
術
館
の

勝
山
滋
学
芸
員（
下
写
真
）。「
原

画
な
ら
で
は
の
タ
ッ
チ
や
絵
肌

を
楽
し
め
る
の
が
大
き
な
魅
力

で
す
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

勝
山
学
芸
員
は「
絵
本
の
原

画
は
と
て
も
貴
重
な
ん
で
す

よ
」と
話
し
ま
す
。
他
の
美
術

作
品
に
比
べ
て
痛
み
や
す
い
た

め
、
展
示
さ
れ
る
機
会
が
と
て

も
少
な
い
そ
う
で
す
。
１
万
枚

以
上
の
絵
本
の
原
画
を
収
蔵
し

て
い
る
宮
城
県
美
術
館
で
も
、

常
設
で
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の

は
な
い
と
の
こ
と
。

　

絵
本
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
勝
山
学
芸
員
は「
１
９
６

２
年
に
佐
藤
忠
良
の『
お
お
き

な
か
ぶ
』が
発
行
さ
れ
た
後
に
、

横
長
の
絵
本
が
定
着
し
た
の
は

画
期
的
で
し
た
」と
解
説
し
ま

す
。
当
時
、
横
長
の
絵
本
は
売

れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
以
降
に
は
、
横
長
の

絵
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
時
代

を
感
じ
や
す
く
す
る
た
め
、
制

作
年
代
順
に
展
示
し
ま
し
た
。

「
絵
本
を
読
ん
で
育
っ
た
時
代

を
、
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
親
子
や
お
孫
さ
ん
を

交
え
て
も
、
共
通
の
話
題
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
、
勝
山
学
芸
員
は
薦
め
ま
す
。

山脇百合子『ぐりとぐらのうたうた12つき』2003年

佐藤忠良『おおきなかぶ』1962年

長新太『おしゃべりなたまごやき』1972年

ど
ん
な
作
品
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

た
び
に
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

絵
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
脇
百
合
子『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』や

佐
藤
忠
良『
お
お
き
な
か
ぶ
』、
山

本
忠
敬『
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う

し
ゃ　

じ
ぷ
た
』な
ど
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
慣
れ
親
し
ん
だ
色
鮮
や

か
な
作
品
の
世
界
を
も
う
一
度
、

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

山本忠敬『しょうぼうじどうしゃ じぷた』1963年

展
覧
会
の
ご
案
内

開
催
期
間
　
７
月
27
日（
土
）〜
９

月
８
日（
日
）。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時（
入
場
は
午
後
５
時
30
分

ま
で
）。
展
覧
会
の
開
催
中
は
、

開
館
時
間
を
１
時
間
延
長
し
て
、

午
後
６
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

休
館
日　

月
曜
日
。

観
覧
料
金　

一
般
800
円
、高
校
生
・

大
学
生
500
円
。

　

次
の
方
は
無
料
で
す
。
①
中
学

生
以
下
と
土
曜
日
の
高
校
生
②
65

歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方
③
各
種

障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
と
付
き
添
い
１
人
。

　

20
人
以
上
の
団
体
は
団
体
料
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
般
640
円
、

高
校
生
・
大
学
生
400
円
。

　

ま
た
、
美
術
館
ウ
ェ
ブ
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
割
引
券
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
割
引
券
を

窓
口
で
提
示
す
る
と
、
100
円
引
き

で
入
場
で
き
ま
す
。

　

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク　

学
芸
員
が
、
展
覧

会
を
何
倍
も
楽
し
め
る
絵
本
の
魅

力
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

７
月
28
日（
日
）・
８
月
31
日

（
土
）、
午
後
２
時
～
２
時
40
分
。

観
覧
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

展
覧
会
の

開
催
中
に
、
美
術
館
・
博
物
館
・

図
書
館
を
回
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
せ
ん
か
。
台

紙
は
、
美
術
館
の
ほ
か
各
施
設
に

あ
り
ま
す
。

作
家
の
息
づ
か
い
を
感
じ
て

現
技
法
を
、
児
童
書
に
採
用
。
そ

れ
ま
で
の
名
作
物
語
や
教
育
目
的

の
絵
本
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
児

童
書
の
分
野
に
、
大
き
な
風
穴
を

開
け
ま
し
た
。

 

人
生
最
初
の
美
術

　

絵
本
は「
生
ま
れ
て
初
め
て
出

会
う
美
術
作
品
」と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
こ
ど
も
の
と
も
」は
、

 

50
年
以
上
も
愛
さ
れ
る

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
福
音
館

書
店
が
発
行
し
て
い
る
月
刊
絵
本

誌「
こ
ど
も
の
と
も
」に
掲
載
さ
れ

た
貴
重
な
原
画
の
中
か
ら
、
26
作

家
、
43
タ
イ
ト
ル
、
327
枚
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
の
と
も
」は
、
よ
り
質

の
高
い
絵
本
を
子
ど
も
た
ち
に
届

け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
１
９

５
６
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
美
術
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
た
洋
画
家
や
日
本
画
家
ら
の
表

は
じ
め
て
の
美
術

日
本
を
代
表
す
る
、
名
作
絵
本
の
原
画
が
一
堂
に

絵
本
原
画
の
世
界小学生

中学生は
無料

７月27日（土）
～９月８日（日）

２０１３
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緑
化
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン

ク
ー
ル

　

環
境
保
全
や
緑
化
活
動
、
自
然

と
の
触
れ
合
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
。

1
人
1
点
。
未
発
表
の
作
品
に
限

り
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー　

画
材
は
自
由
。
四
つ

切
り
の
用
紙
で
横
向
き
。表
に
は
、

文
字
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

標
語　

20
字
以
内
。

募　

コ
ン
ク
ー
ル
名
・
必
要
事
項
・

年
齢
、
学
生
の
方
は
学
校
名
・
学

年
・
組
を
、
ポ
ス
タ
ー
は
裏
面
に
、

標
語
は
は
が
き
で
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
9
月
2
日（
月
）ま
で
に
、

本
庁
舎
４
階
の
み
ど
り
公
園
・
水

辺
課
☎
21
―
９
８
５
２
へ
。

市
民
・
大
学
交
流
事
業　

講

座「
考
古
学
の
世
界
」

　
「
考
古
学
と
人
」を
テ
ー
マ
に
し

た
体
験
型
講
座
で
す
。
東
海
大
学

所
蔵
の
資
料
や
市
内
出
土
資
料
を

使
っ
て
、
出
土
品
の
観
察
方
法
を

習
得
し
ま
す
。

　

８
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）、

全
２
回
、午
後
１
時
〜
３
時
10
分
。

受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か

ら
。
東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

（
北
金
目
４
―
１
―
１
）。
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上

の
方
30
人（
抽
選
）。
１
日
だ
け
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

募　

必
要
事
項
・
１
日
だ
け
参
加

す
る
場
合
は
希
望
日
を
、は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
７
月
30

日（
火
）ま
で
に
、
〒
254
―
8686
豊
原

町
２
―
21
社
会
教
育
課
☎
35
―
８

１
２
４

34
―
５
５
２
２

k-sha
kai@

へ
。

中
央
図
書
館
で
中
学
生
・
高

校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

図
書
館
で
本
の
整
理
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

8
月
22
日（
木
）・
23
日（
金
）・

27
日（
火
）・
29
日（
木
）、
全
4
回
、

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分
。
市

内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
・
高
校

生
で
、
21
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時
に
中
央
図
書
館
で
開
く
説

明
会
と
、
日
程
の
2
日
以
上
に
参

加
で
き
る
方
10
人（
抽
選
）。

募　

〒
254
―
0041
浅
間
町
12
―
41
中

央
図
書
館
☎
31
―
０
４
１
５
や
図

書
館
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
あ
る
申
込
書

を
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
7
月
30

日（
火
）ま
で
に
、
同
館
へ
。

親
子
絵
手
紙
教
室

　

8
月
17
日（
土
）午
後
2
時
～
4

時
。
青
少
年
会
館
。
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
30
人（
抽
選
・
初
め
て

の
方
を
優
先
）。
絵
の
具
セ
ッ
ト
・

絵
手
紙
に
描
き
た
い
も
の（
野
菜
・

果
物
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
）・
筆
記

用
具
。

募　

教
室
名
・
参
加
者
全
員
の
必

要
事
項
・
学
年
・
参
加
経
験
の
有

無
を
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
8
月
6
日（
火
）

ま
で
に
、
〒
254
―
0041
浅
間
町
12
―

41
青
少
年
会
館
内
の
青
少
年
課
☎

32
―
７
０
２
９

31
―
１
４
４
１

seishonen@

へ
。

Ｓ
Ｃ
Ｎ
杯
争
奪
囲
碁
順
位
戦

　

11
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の

予
選
も
兼
ね
ま
す
。

　

9
月
1
日（
日
）午
前
9
時
45
分

開
会
。
市
民
セ
ン
タ
ー
。
①
代
表

選
抜
戦（
初
段
以
上
）②
級
位
認
定

戦
。
市
内
・
大
磯
町
・
二
宮
町
・

中
井
町
・
大
井
町
・
松
田
町
に
在

住
の
方
124
人（
先
着
順
）。
２
０
０

０
円
、高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。

募　

〒
254
―
0045
見
附
町
15
―
1
市

民
セ
ン
タ
ー
内
の
ま
ち
づ
く
り
財

団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２
２
３
７

32
―
２
２
４
０
に
あ
る
申
込
書

を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
同
課
へ
。

市
民
活
動
団
体
の
た
め
の
デ

ジ
カ
メ
講
座

　

団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
き

に
役
立
つ
、
写
真
撮
影
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

7
月
30
日（
火
）午
後
6
時
～
8

時
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
市
民

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
方
25
人（
先
着
順
）。
お
持

ち
の
方
は
、
写
真
撮
影
が
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
カ
メ
ラ
付
き

携
帯
電
話
な
ど
。

募　

必
要
事
項
・
団
体
名
を
、
電

話
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
☎
21
―
７
５
１
７

hira-sc@
m
b.scn-net.ne.jp

へ
。

八
幡
山
の
洋
館　

歴
史
講
座

「
平
塚
の
近
代
史
」

　

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念

館
の
歴
史
的
役
割
と
平
塚
の
近
代

化
の
歩
み
を
学
び
ま
す
。

　

8
月
18
日
・
25
日
の
日
曜
日
、

全
2
回
、
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所

記
念
館
。
50
人（
抽
選
）。

募　

必
要
事
項
を
、
は
が
き（
1

人
1
枚
）で
、
8
月
2
日（
金
）ま

で
に
、
〒
254
―
8686
豊
原
町
2
―
21

社
会
教
育
課
☎
35
―
８
１
２
４
へ
。

も
の
づ
く
り
教
室

　

お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
自
動
車
の

製
造
を
体
験
し
ま
す
。

　

8
月
22
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・
ラ
イ

フ
ア
リ
ー
ナ
。
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
4
〜
6
年
生
40
人（
先

着
順
）。

募　

保
護
者
の
必
要
事
項
・
子
ど

も
の
氏
名
・
学
年
を
、
馬
入
ふ
れ

あ
い
公
園
管
理
事
務
所
☎
25
―
０

０
１
１
へ
。

再
生
家
具
の
提
供

　

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
再
利
用

で
き
る
家
具
を
修
理
し
提
供
し
ま

す
。
修
理
費
程
度
の
負
担
が
あ
り

ま
す
。
品
名
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ウ
ェ
ブ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
50

個
程
度（
抽
選
）。
1
人
1
点
。

募　

8
月
1
日（
木
）～
9
日（
金
）、

■
募
＝
応
募
方
法（
応
募
が
必
要

で
す
）　
問
＝
問
い
合
わ
せ

■
必
要
事
項
と
あ
る
場
合
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
へ
の
郵
便
物
は
、

〒
254
―
8686
平
塚
市
役
所
○
○
課
で

届
き
ま
す
。

■
募
集
開
始
日
の
記
載
が
な
い
場

合
、
7
月
22
日（
月
）午
前
8
時
30

分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
メ
ー
ル
の
応
募
の
場
合

@

以

下
にcity.hiratsuka.kana

gaw
a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

JAビルかながわ
市民活動センター
消費生活センター（ ）

松原分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室くれよん

中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館

美術館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

アリーナ
サン・ライフ
ひらつか

保健センター（健康課）

新館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR 平塚駅

駅前市民
窓口センター

～～

応
募
方
法

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

メ
ー
ル

●イベント名
●郵便番号
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●その他の事項

氏　
　

名

住 

所

往
復
は
が
き

返 信 往 信

記
入
例

午
前
9
時
～
午
後
4
時（
9
日
は

正
午
ま
で
）に
四
之
宮
7
―
3
―

5
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―
５

３
０
１
で
現
物
を
確
認
の
上
、
申

込
書
を
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
へ
。

陸
・
海
・
空
の
自
衛
官

　

一
般
曹
候
補
生（
18
～
26
歳
）や

自
衛
官
候
補
生（
18
～
26
歳
）な

ど
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募　

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本

部
平
塚
地
域
事
務
所
☎
22
―
５
５

４
７美

術
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

①
の
ん
び
り
お
絵
か
き
　
の
び

の
び
時
間　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、

水
彩
絵
の
具
で
絵
を
描
き
ま
す
。

　

8
月
18
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
0
時
15
分
・
午
後
2
時
～
4
時

15
分
。
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
、
各
12
組
24
人（
抽
選
）。
1
組

600
円
。

　

②
夏
休
み
ア
ー
ト
体
験
　
お
日

さ
ま
版
画
に
チ
ャ
レ
ン
ジ　

太
陽

光
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
プ
レ
ー

ト
で
版
画
を
作
り
ま
す
。

　

8
月
23
日（
金
）午
後
1
時
30
分

～
4
時
。
小
学
校
3
年
生
～
高
校

生
12
人（
抽
選
）。
１
５
０
０
円
。

募　

講
座
名
・
実
施
日
時
・
必
要

事
項
・
年
齢
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
は
が
き
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
①
は
8

月
1
日（
木
）②
は
8
日（
木
）ま
で

に
、
〒
254
―
0073
西
八
幡
1
―
3
―

3
美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１

35

―
２
７
４
１

art-m
use@

へ
。

メ
ー
ル
は
タ
イ
ト
ル
を「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
応
募
」に
。

～
3
時
。
美
術
館
。
0
〜
6
歳
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
。

問　

美
術
館
☎
35
―
２
１
１
１

ご
み
の
持
ち
込
み
先
が
変
わ

り
ま
す

　

布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
ご
ざ
な

ど
燃
せ
る
ご
み
の
持
ち
込
み
先
が

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。
7
月
29
日（
月
）か
ら

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
西
隣
に
新
し

く
で
き
る
次
期
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー（
大
神
３
２
３
０
）が
持
ち
込

作
っ
て
遊
ぼ
う　

わ
く
わ
く

ラ
ン
ド

　

保
育
士
と
一
緒
に
、
お
も
ち
ゃ

を
作
っ
て
遊
び
ま
す（
写
真
）。

　

7
月
27
日（
土
）午
後
1
時
30
分

み
先
に
な
り
ま
す
。

問　

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
☎
55
―

６
６
１
５

に
せ
税
務
職
員
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

　

東
京
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員

を
名
乗
り
、
収
入
状
況
や
家
族
構

成
、
年
金
の
振
込
金
融
機
関
な
ど

を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
に
は
即
答
せ

ず
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

平
塚
税
務
署
総
務
課
☎
22
―

１
４
０
０

願い事を願かけ
花火に

　８月23日（金）午
後7時から、湘南
潮
い た こ

来（相模川河口）
で湘南ひらつか花
火大会を開催しま
す。皆さんの願い
事を、願かけ花火
に託しませんか。

　特別観覧券（2人分）と願い事を書いた
願かけだるま絵（写真は昨年）を差し上げ
ます。２,０００円。
募　湘南ひらつか花火大会実行委員会
の口座に代金を振り込み後、〒254―8686
豊原町２―１４商業観光課☎３５―８１０７ ３５―８
１２５などで配る申込書を、郵送・ファク
スで、8月13日（火）までに、同課へ。
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　会場は保健センター。
母子健康手帳をお持ちく
ださい。詳しくは、市ウェ
ブをご覧ください。
問　健康課☎55-2111

◆育児相談　7日・21日・
28日の水曜日、午前9時
30分～10時30分。
◆母親父親教室
★妊娠中の過ごし方な
ど。5日（月）午後1時30分
～3時30分。妊婦とご家族。
★お産の進み方と産後の
過ごし方など。19日（月）
午後1時30分～3時15分。
妊娠８カ月以降の方とご
家族。
★赤ちゃんのお風呂、妊

婦体験　30日（金）午後1
時30分～3時30分。妊娠８
カ月以降の方とご家族。
★プレママ＆パパ　クッ
キング教室（予約制）　31
日（土）午前10時30分～午
後0時30分。妊婦とご家族。
◆乳児の個別健康診査　
申し込みは直接、実施医
療機関へ。４カ月児・８～
10カ月児。実施医療機関
の一覧表は、市ウェブま
たは保健センター。
◆離乳食教室（予約制）
★5～6カ月児　29日（木）
午後1時30分～2時40分。
★7～8カ月児　9日・30
日の金曜日、午後1時30

分～3時。
★9カ月児～1歳6カ月児
　23日（金）午前10時30分
～11時30分。
◆歯科健康診査（予約制）
　7日（水）午後1時～2時
30分。29日（木）午前9時
～10時30分。2歳1カ月児
～2歳6カ月児。歯の健康
診査など。
◆すくすく子育て教室
（予約制）　21日（水）午後
1時30分～3時15分。5～6
カ月児。赤ちゃんの病気
や育児の話など。ブック
スタートも同時開催。
◆歯っぴい　はみがき教
室（予約制）　6日（火）午
前10時 ～11時。8～12カ
月児。歯みがき準備期編。

転
倒
骨
折
予
防
教
室

　

体
力
が
低
下
し
た
と
感
じ
る
方

に
お
勧
め
で
す
。
筋
力
を
ア
ッ
プ

し
て
転
倒
に
よ
る
骨
折
を
予
防
し

ま
せ
ん
か
。

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
。
市
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護

保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
、
各
20
人（
先
着
順
）。
転
倒
骨

折
予
防
教
室
は
年
度
内
に
3
回
ま

で
参
加
で
き
ま
す
。
室
内
用
運
動

靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
。
運
動
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

①
8
月
19
日
～
10
月
7
日
の
月

曜
日
、
全
7
回
。
港
ベ
イ
サ
イ
ド

ホ
ー
ル（
夕
陽
ケ
丘
66
―
1
）。

　

②
8
月
23
日
～
10
月
4
日
の
金

曜
日
、全
7
回
。
八
幡
公
民
館（
西

八
幡
1
―
10
―
22
）。

募　

①
は
7
月
22
日（
月
）正
午
か

ら
藤
沢
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
☎
０
４
６
６
―

26
―
１
１
５
１
②
は
23
日（
火
）午

前
10
時
か
ら
河
合
楽
器
製
作
所
神

奈
川
事
業
所
☎
０４5
―
３２１
―
４
６
４

４
へ
。

家
族
介
護
教
室

　

腰
を
い
た
わ
る
介
護
の
コ
ツ
や

ベ
ッ
ド
上
で
の
体
位
交
換
の
コ
ツ

を
学
び
ま
す
。

　

8
月
21
日（
水
）午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分
。富
士
見
公
民
館（
中

里
11
―
21
）。
市
内
在
住
・
在
勤

で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方

ら
15
人（
先
着
順
）。

募　

桜
ケ
丘
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
30

―
１
２
１
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
へ
の
知
識
と
対
応
方
法

を
学
び
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
。
受
講
者
に
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

広告

←

4８ 月

安
静
が
必
要
で
集
団
保
育
が
難
し

い
④
保
護
者
の
勤
務
や
傷
病
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
で
の

保
育
が
難
し
い
。

利
用
の
方
法
は

　

必
要
書
類
は
、
本
庁
舎
１
階
保

育
課
や
平
塚
保
育
園
、
市
ウ
ェ
ブ

に
あ
り
ま
す
。

事
前
登
録　

７
月
19
日（
金
）午
前

７
時
30
分
か
ら「
病
後
児
保
育
事

業
登
録
申
請
書
」を
直
接
、
平
塚

保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要
で

す
）。
提
出
時
に
、
子
ど
も
の
普

段
の
様
子
や
こ
れ
ま
で
に
か
か
っ

た
病
気
、
お
預
り
す
る
時
に
気
を

付
け
る
こ
と
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

予
約　

利
用
希
望
日
の
前
々
日
・

前
日
の
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
に
平
塚
保
育
園
に
電
話
で

予
約
し
ま
す（
先
着
順
）。
前
々

日
・
前
日
が
休
業
日
の
場
合
は
、

利
用
希
望
日
直
前
の
開
所
日
に
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
後
に

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
早
め

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
の
診
察　

病
後
児

保
育
の
利
用
に
は
、
医
師
の
診
察

が
必
要
で
す
。
病
後
児
保
育
の
利

用
が
可
能
で
あ
れ
ば「
病
後
児
保

育
事
業
医
師
連
絡
票
」を
発
行
し

て
も
ら
い
ま
す（
発
行
料
金
は
医

療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所
で
は
発

行
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
か
か
り

つ
け
医
と
平
塚
保
育
園
の
職
員
と

の
間
で
、
病
状
や
利
用
中
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
申
請　

利
用
当
日（
登
園
時
）

　
「
症
状
は
良
く
な
っ
て
き
た
け

れ
ど
、
保
育
園
や
学
校
に
行
か
せ

る
の
は
ま
だ
心
配
︱︱

」。
保
護

者
の
就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
病
気
の
回
復
期
の

子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

　

定
員
は
３
人（
要
予
約
）。
利
用

料
は
1
日
２
０
０
０
円（
給
食
・

お
や
つ
代
な
ど
が
別
に
か
か
り
ま

す
）。
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯

や
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
、
保
護

者
か
ら
の
申
請
で
利
用
料
を
免
除

し
ま
す
。

対
象
者
は

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
子
ど
も

が
対
象
で
す
。

　

①
保
護
者
が
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
②
生
後
６
カ
月
～
小
学
校
３

年
生
③
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、

に
は「
病
後
児
保
育
事
業
利
用
申

請
書
」と
医
師
が
発
行
し
た「
病
後

児
保
育
事
業
医
師
連
絡
票
」に
利

用
料
２
０
０
０
円
と
給
食
代
な
ど

の
実
費
を
添
え
直
接
、
平
塚
保
育

園
に
提
出
し
ま
す
。

　

８
月
１
日（
木
）以
降
の
平
日
、
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
に
社
会
福

祉
法
人
湘
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
平
塚
保
育
園（
宮
の
前
４
―
13
）で
、
看
護
師
１
人

と
保
育
士
１
人
が
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

�

募　

平
塚
保
育
園　

病
後
児
保
育
室
☎
22
―
０
０
５
８

　１カ月当たり約40万件のアクセ
スがある市の公式ウェブサイト
に、バナー広告を掲載しませんか。
　14枠。月額１枠当たり３万円。継
続割引もあります。年度をまたが
ない場合は継続６カ月以上で、月
額１枠当たり２万７,０００円。
　バナー画像は広告主が作成し、
経費などは自己負担です。
募　本庁舎３階の秘書広報課☎21
―８７６１や市ウェブにある申込書を、
郵送または直接、同課へ。

応
募
方
法
の

詳
細
は
5
面

病気の回復期の子どもを預かります

平塚市の公式ウェブに
バナー広告を
掲載しませんか

病
後
児
保
育
が
始
ま
り
ま
す
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広告

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
の
試
合
に
親
子
を
招
待

　

午
後
6
時
試
合
開
始
。
横
浜
ス

タ
ジ
ア
ム（
横
浜
市
中
区
横
浜
公

園
）。
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者（
先
着
順
）。
3

人
目
か
ら
は
1
人
２
０
０
０
円

で
、
並
び
の
席
を
追
加
購
入
で
き

ま
す
。

①
広
島
東
洋
カ
ー
プ
戦　

8
月
16

日（
金
）・
18
日（
日
）。
各
500
組
１

０
０
０
人
。

②
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
戦　

8
月
21

日（
水
）。
200
組
400
人
。

募　

保
護
者
の
必
要
事
項
・
子
ど

も
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
希

望
日
・
チ
ケ
ッ
ト
の
追
加
購
入
を

希
望
す
る
方
は
枚
数
を
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
直
接
、
〒
254
―
0074
大

原
１
―
１
総
合
公
園
管
理
事
務
所

☎
35
―
２
２
３
３
へ
。

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

午
後
6
時
試
合
開
始
。
平
塚
球

場
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
券
を
試
合

開
始
2
時
間
前
か
ら
販
売
。
大
人

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

8
月
29
日（
木
）午
後
1
時
30
分

～
3
時
。
四
之
宮
公
民
館（
四
之

宮
3
―
20
―
26
）。
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
50
人（
先
着
順
）。
筆
記

用
具
。

募　

高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン

タ
ー　

倉
田
会
☎
53
―
１
９
３
０

8
月
は
心
身
障
が
い
者
福
祉

手
当
の
振
り
込
み
月
で
す

　

受
給
し
て
い
る
方
が
転
居
・
死

亡
・
施
設
入
所
し
た
場
合
や
振
込

口
座
を
変
更
す
る
場
合
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４幼

稚
園
の
保
育
料
な
ど
を
減

免
し
ま
す

　

所
得
状
況
に
応
じ
て
、
幼
稚
園

な
ど
の
入
園
料
・
保
育
料
を
減
免

し
ま
す
。
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る

幼
稚
園
な
ど
で
配
っ
て
い
る
申
出

書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
早
め

に
、
同
園
に
直
接
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
教
育
総
務
課
☎
35
―
８
１
１
８

セ
レ
モ
ニ
ー
ス
タ
ッ
フ
養
成

講
習
会

　

就
職
希
望
者
の
た
め
の
講
習
会

で
す
。
葬
儀
の
場
で
必
要
な
接
客

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
学
び
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
就
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

8
月
21
日（
水
）～
29
日（
木
）の

平
日
、
全
７
回
、
午
前
9
時
～
午

後
4
時
。
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
レ

応
募
方
法
の

詳
細
は
5
面

←

朗
読
会「
ぶ
な
の
樹
」

　

モ
ン
ゴ
ル
の
民
話『
ス
ー
ホ
の

白
い
馬
』や
芥
川
龍
之
介
の
短
編

小
説『
ト
ロ
ッ
コ
』な
ど
を
朗
読
し

ま
す
。

　

7
月
21
日（
日
）午
後
2
時
～
4

時
。
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記

念
館
。
全
席
自
由
１
０
０
０
円
。

問　

ラ
ヴ
ィ
ー
ズ
の
佐
々
木
☎
33

―
０
２
６
５利

用
方
法

　

掲
載
は
、
広
く
市
民
に
開
放
さ

れ
て
い
る
発
表
会
や
展
示
会
な
ど

で
、
事
前
応
募
の
必
要
が
な
い
イ

ベ
ン
ト
に
限
り
ま
す
。
団
体
・
講

座
・
教
室
な
ど
の
会
員
や
受
講
者

の
募
集
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　

受
付
は
、
掲
載
希
望
月
の
2
カ

月
前
の
1
日
〜
月
末
最
終
日
の
午

後
5
時
で
す
。
な
お
、
月
末
最
終

日
が
休
庁
日
の
場
合
は
そ
れ
以

降
、
市
役
所
が
最
初
に
開
庁
す
る

日
の
午
後
５
時
ま
で
。

　

掲
載
対
象
は
市
内
で
活
動
す
る

個
人
ま
た
は
団
体
で
す
。
申
込
者

ま
た
は
申
込
団
体
の
代

表
者
が
市
内
在
住
に
限

り
ま
す
。

募　

本
庁
舎
3
階
の
秘

書
広
報
課
☎
21
―
８
７

６
１

21
―
９
６
１
３

kohohira@

や
市

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書

を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

同
課
へ
。

ウェブからもダウンロードできます
広報ひらつかお知らせ掲示板 検索 ⬆

１
０
０
０
円
、
高
校
生
500
円
、
小
・

中
学
生
300
円
。

　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
は

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
で
無
料
に

な
り
ま
す
。

①
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
戦　

8
月
4
日（
日
）。

②
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
戦　

8
月
11
日（
日
）。

問　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

夏
は
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

　

長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
龍
城
ケ

丘
プ
ー
ル（
龍
城
ケ
丘
19
―
22
）

は
、
今
年
度
の
利
用
を
も
っ
て
閉

鎖
し
ま
す
。

　

お
む
つ
の
取
れ
て
い
な
い
幼
児

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

①
大
神
公
園
プ
ー
ル（
大
神
２
３

３
６
）　

７
月
26
日（
金
）～
８
月

24
日（
土
）、
午
前
10
時
～
午
後
４

時
。
無
料
。

②
大
久
保
公
園
プ
ー
ル（
諏
訪
町

モ
ニ
ー
専
門
学
校（
八
重
咲
町
7

―
30
）。
20
人（
選
考
）。
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
方
①
県
内
在
住

の
55
歳
以
上
で
、
就
職
・
就
業
を

希
望
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
を
し
て
い
る
③
講
座
の
趣
旨
を

理
解
し
、
全
日
程
受
講
で
き
る
。

募　

〒
254
―
0073
西
八
幡
1
―
3
―

2
―
2
生
き
が
い
事
業
団
☎
33
―

２
３
３
５
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

る
申
込
書
を
、郵
送
ま
た
は
直
接
、

8
月
7
日（
水
）ま
で
に
、
同
事
業

団
へ
。

28
―
１
・
写
真
）　

７
月
26
日

（
金
）～
８
月
18
日（
日
）、
午
前
10

時
～
午
後
４
時
。
無
料
。

③
龍
城
ケ
丘
プ
ー
ル
・
湘
南
海
岸

公
園
プ
ー
ル（
高
浜
台
32
―
１
）　

７
月
27
日（
土
）
～
８
月
18
日

（
日
）、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

大
人
250
円
、
小
・
中
学
生
100
円
。

問　

み
ど
り
公
園
・
水
辺
課
☎
21

―
９
８
５
２

今年の年末は
みんなで第九を歌おう
　12月8日（日）に市民センターで開く「湘南ひら
つか第九のつどい」（写真）の合唱団員を募集し
ます。ベートーベンの「交響曲第9番二短調作品
125『合唱付』」を歌います。

　練習は9月8日（日）～12月7日（土）、全15回。
市民センターなど。練習の6割以上に参加でき
る小学生以上の方200人（先着順）。一般６,０００円
（第九のつどいの入場券２枚付き）、高校生・大
学生３,０００円（入場券１枚付き）、小・中学生１,０００
円など。
募　〒254―0045見附町15―1市民センター内の
まちづくり財団文化事業課☎32―２２３７や公民館、
同財団ウェブなどにある申込書に参加費を添え
て直接、同課へ。
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平
塚
海
岸
に
あ
る
湘
南
ひ
ら
つ

か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
の
売
店
が
４
月

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
名
前

は
ビ
ー
チ
バ
ル
・
Ｓス

ツ

カ

Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
。

江
ノ
島
か
ら
三
浦
半
島
、
伊
豆
大

島
、
伊
豆
半
島
ま
で
見
渡
せ
る
眺

望
を
生
か
し
た「
浜
辺
の
お
し
ゃ

れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
」で
す
。

　

経
営
主
体
の
ロ
コ
ロ
ジ
は
、
地

元
の
食
材
を
地
元
に
流
通
さ
せ
る

仕
組
み
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の「
須
賀
み

な
と
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
サ
ン
ド
」。

平
塚
漁
協
か
ら
直
接
仕
入
れ
た
新

鮮
な
魚
を
カ
リ
ッ
と
揚
げ
て
、
地

場
産
野
菜
と
共
に
近
く
の
パ
ン
屋

の
特
製
パ
ン
に
挟
み
ま
す
。
評
判

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
市
内
の
守

山
乳
業
製
で
す
。

　

料
理
に
使
う
魚
は
サ
バ
・
ア
ジ
・

カ
マ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
何
が
食

べ
ら
れ
る
か
は
、
そ
の
日
の
漁
次

第
な
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
も
500
円
前
後
が
多
く
、

手
頃
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
散
歩
や
ビ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ラ
ン

チ
を
目
的
に
訪
れ
る
方
も
増
え

て
、
売
り
上
げ
は
前
年
度
の
400
㌫

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
新
た
な
動
き
を
紹

介
し
ま
す
。

　

小
田
原
厚
木
道
路
下
り
線
の
平

塚
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）で

７
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）に
、

平
塚
の
名
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

平
塚
Ｐ
Ａ
で
は
平
塚
産
イ
チ
ゴ

の
販
売
が
好
評
だ
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
ち
ら
か
ら
出

向
き
、交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
箱
根
や
伊
豆
方
面
に
出

掛
け
る
方
ら
へ
積
極
的
に
平
塚
を

売
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
市
政
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
こ
う
し
た

動
き
を
つ
な
げ
て
大
き
な
波
に
し

て
い
く
た
め
、
働
き
掛
け
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

市
長
こ
ら
む

平
塚
市
長

地
域
経
済
の
活
性
化

7
月
納
期
の
市
税・手
数
料

前売り券
　自由席大人2,500円、小・中学生・
高校生800円、シニア1,800円など。
　チケットは、梅屋・コンビニなど
で販売します。
　市内の小学生はドリームパスポー
トを使うと、無料で観戦できます。

湘南ベルマーレが
ん ば

れ

  7月31日（水） 19：00 VS 川崎Ｆ　 等々力
  8月　3日（土） 19：00 VS 横浜ＦＭ BMWス

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

限
ら
ず
、
現
状
で
は
正
確
な

地
震
の
予
測
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
普
段
か
ら

の
備
え
が
重
要
で
す
。
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず

身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
大
津
波
・
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
浸
水
想
定
区
域
や
津

波
避
難
ビ
ル
な
ど
の
避
難
場

所
は
、
市
ウ
ェ
ブ
や
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
事
前

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
災
害
対
策
課
☎
21
―
９

７
３
４

津
波
対
策
vol.4

①
固
定
資
産
税（
第
2
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
第
2
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
1
期
）

④
介
護
保
険
料（
第
2
期
）

⑤
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
4
期
）

　
納
期
最
終
日
　
7
月
31
日（
水
）

問
　
①
納
税
課
☎
21
―
８
７
６
９

②
保
険
年
金
課
☎
21
―
８
７
７
５

③
保
険
年
金
課
☎
21
―
９
７
６
８

④
介
護
保
険
課
☎
21
―
８
７
９
０

⑤
循
環
型
社
会
推
進
課
☎
21
―
８

７
９
６

ビ
ー
チ
バ
ル・
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
、8
月
末
ま
で
無
休
、営
業
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時

30
分
。荒
天
時
変
更
あ
り（
高
浜
台
３3
︱
１
☎
72
︱
７
３
６
５
）

　７月５日〜７日に、第63回湘南ひら
つか七夕まつりが開催されました。
前日夜から準備された、色鮮やかな
七夕飾りの下で、織り姫らによる恒
例の「七夕おどり千人パレード」が
行進。会場では、多くの来場者が短
冊に願いを込めていました。

地
上
に

 

舞
い
降
り
た

　
天
の
川


